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〈
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
持
続
可

能
な
経
済
と
社
会
を
〉

　
自
社
の
、
地
域
の
、
社
会
の

持
続
可
能
性
を
信
じ
ら
れ
な
け

れ
ば
、
経
営
は
投
資
を
、
市
場

は
消
費
を
控
え
て
、
経
済
全
体

が
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
、
少
子
化
、
高
齢

化
、
そ
し
て
働
き
手
不
足
と
い

う
社
会
構
造
の
変
化
。
地
球
規

模
で
広
が
る
社
会
的
な
格
差
と

分
断
、
不
安
定
な
国
際
情
勢
、

近
未
来
に
到
来
す
る
80
億
人
を

超
え
る
人
口
爆
発
と
そ
れ
に
伴

う
食
糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ

る
争
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
行
動
規

範
と
し
て
捉
え
る
べ
き
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
、
気
候
変
動
が
進
む
中
で
避

け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
脱

炭
素
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
も
た
ら

す
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
転
換
で
あ

る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）、
環
境

と
経
済
の
一
体
化
の
Ｇ
Ｘ
（
グ

リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）、
加
え
て
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ

Ｔ
コ
ロ
ナ
時
代
で
の
事
業
の
再

構
築
な
ど
、
私
た
ち
中
小
企
業

が
対
応
す
べ
き
経
営
課
題
は
大

き
く
複
雑
で
す
。
そ
の
答
え
は
、

過
去
の
成
功
体
験
に
執
着
す
る

こ
と
の
な
い
柔
軟
な
思
考
と
思

い
切
っ
た
行
動
、
つ
ま
り
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
目
指
す
は
「
持
続
可
能
な

経
済
と
社
会
」
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。

〈
地
域
で
廻
る
お
金
を
増
や
し
、

そ
の
廻
る
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ

る
〉

　
経
済
全
体
を
見
廻
せ
ば
、
政

府
の
積
極
的
な
財
政
出
動
や
日

銀
の
ゼ
ロ
金
利
政
策
で
市
中
に

出
回
っ
て
い
る
お
金
の
総
量
、

い
わ
ゆ
る
マ
ネ
ー
ス
ト
ッ
ク
は

増
え
続
け
る
の
に
、
な
ぜ
か
多

く
の
中
小
企
業
に
は
そ
の
実
感

が
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
社

会
の
経
済
的
格
差
は
広
が
る
ば

か
り
で
す
。
つ
ま
り
、
資
金
が

ど
こ
か
に
滞
留
し
て
し
ま
い
必

要
な
と
こ
ろ
に
回
っ
て
い
か
な

い
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
一
部
大
企
業
の
内
部
留
保

と
海
外
へ
の
流
出
は
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
経
済
の
実
態
と
は

か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
で
株
価
は

上
が
り
、
海
外
の
不
動
産
投
資

が
増
え
る
の
は
、
行
き
場
の
な

い
資
金
が
よ
り
利
を
生
む
で
あ

ろ
う
と
人
々
が
考
え
る
と
こ
ろ

へ
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
で
す
か
ら
、
私
た
ち
地
域
の

中
小
企
業
が
元
気
に
な
る
た
め

に
は
、
そ
し
て
経
済
の
力
で
地

域
を
元
気
に
持
続
可
能
に
し
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
に
人
と

お
金
を
呼
び
込
み
、
地
域
で
廻

る
お
金
を
増
や
し
、
そ
の
廻
る

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ
と
が
引

き
続
き
必
要
で
す
。

〈
商
工
会
議
所
の
果
た
す
べ
き

２
つ
の
役
割
〉

　
私
た
ち
地
域
の
中
小
企
業
は
、

地
域
の
暮
ら
し
の
血
流
と
も
言

う
べ
き
経
済
を
下
支
え
す
る
存

在
で
す
。
で
す
か
ら
私
た
ち
が

元
気
で
な
い
と
地
域
は
元
気
に

な
り
ま
せ
ん
し
、
同
時
に
地
域

が
元
気
で
な
い
と
私
た
ち
は
活

動
す
る
場
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

地
域
と
私
た
ち
地
域
の
中
小
企

業
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る

と
も
言
え
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
の
役
割
の
一
丁

目
一
番
地
は
、
地
域
の
中
小
企

業
で
あ
る
会
員
さ
ん
の
商
売
繁

盛
の
お
手
伝
い
で
す
。
そ
れ
に

は
２
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
個
々
の
会
員
企
業

の
経
営
支
援
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
事
業
者
と
認
識
・
ビ
ジ
ョ

ン
を
共
有
し
、
伴
走
し
て
事
業

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
コ
ロ
ナ
時
代

に
お
い
て
は
事
業
の
再
構
築
や

新
規
事
業
へ
の
挑
戦
、
働
く
人

の
意
識
と
行
動
が
大
き
く
変
わ

る
中
で
の
経
営
人
財
の
確
保
や

リ
ス
キ
リ
ン
グ
、
経
営
の
デ
ジ

タ
ル
化
と
業
務
改
革
、
地
域
経

済
の
活
力
を
維
持
し
育
て
る
こ

と
に
つ
な
が
る
事
業
承
継
と
創

業
支
援
、
地
域
防
災
や
財
務
改

善
な
ど
経
営
上
の
問
題
と
可
能

性
な
ど
課
題
山
積
で
す
。
個
々

の
会
員
に
寄
り
添
っ
て
の
支
援

を
さ
ら
に
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
す
ま
す
複
雑
化
す
る
課
題

の
解
決
に
は
、
自
社
で
努
力
す

る
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
業
種

や
業
態
を
超
え
た
他
社
や
他
団

体
と
の
協
力
、
協
業
が
有
効
な

場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

様
々
な
業
種
、
業
態
の
会
員
さ

ん
か
ら
成
り
、
様
々
な
団
体
と

も
お
付
き
合
い
の
あ
る
商
工
会

議
所
の
役
回
り
は
そ
こ
に
も
あ

り
と
任
じ
て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
私
た
ち
地

域
の
中
小
企
業
の
活
躍
の
場
の

環
境
整
備
と
い
う
視
点
で
の
ま

ち
づ
く
り
で
す
。
企
業
の
経
営

課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
「
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く

り
」、
持
続
可
能
な
地
域
経
済

の
好
循
環
を
つ
く
る
「
美
食
の

ま
ち
」、
相
模
湾
と
い
う
地
域

資
源
を
最
大
限
に
活
か
す
「
海

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」、

当
地
の
基
幹
産
業
で
あ
る
Ｐ
Ｏ

Ｓ
Ｔ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
観

光
戦
略
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
、
議
会
提
案
で
制

定
さ
れ
た
小
田
原
市
地
域
経
済

好
循
環
推
進
条
例
、
地
域
を
挙

げ
て
の
防
災
体
制
の
整
備
、
小

田
原
箱
根
気
候
変
動
ワ
ン
チ
ー

ム
宣
言
の
実
践
、
不
安
定
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
へ
の
対
応
と

脱
炭
素
の
具
体
的
な
方
法
と
し

て
の
地
域
間
競
争
を
呼
ば
な
い

優
れ
た
地
域
経
済
活
性
化
策
で

あ
る
省
エ
ネ
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
推
進
な

ど
、
こ
の
地
に
は
大
き
な
可
能

性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
チ
ャ

ン
ス
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
商
工

会
議
所
単
体
で
で
き
る
こ
と
は

少
な
く
、
ま
ち
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
、
つ
ま
り
、
市
民
、
他

団
体
と
の
連
携
が
重
要
で
す
。

特
に
行
政
と
の
連
携
が
必
須
で

す
。
積
極
的
な
提
言
活
動
も
含

め
、
公
民
連
携
を
旨
と
し
て
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

〈
世
代
を
超
え
て
、国
境
を
越
え

て
〉

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
自
由
な
発
想
と

行
動
力
に
富
む
次
代
を
担
う
若

い
知
恵
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
借
り

る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

将
来
を
担
う
の
は
彼
ら
で
あ
り
、

彼
ら
が
安
心
し
て
、
イ
キ
イ
キ

ワ
ク
ワ
ク
暮
ら
せ
る
世
の
中
を

残
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
故
き
を
温
ね
」、「
今
こ
こ
に

向
き
合
い
」
つ
つ
、
未
来
に
向

け
て
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
が
、
今
の
世
代

の
責
務
だ
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
好
む
好
ま
ざ
る

に
拘
わ
ら
ず
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
地

域
の
中
小
企
業
も
世
界
的
な
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
に
組
み
込
ま
れ
て
お

り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
経
営

は
、
不
安
定
な
国
際
情
勢
の
直

接
的
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

戦
後
80
年
間
に
亘
り
平
和
を
享

受
し
、
と
も
す
れ
ば
内
向
け
に

な
り
が
ち
な
私
た
ち
の
目
線
を

広
く
世
界
に
向
け
て
い
く
こ
と

も
必
要
に
思
い
ま
す
。「
世
界

の
中
の
日
本
、
日
本
の
中
の
世

界
」
と
い
う
視
点
で
、
商
工
会

議
所
活
動
を
拡
充
し
て
ま
い
り

ま
す
。

〈
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
〉

　
６
つ
の
部
会
、
女
性
会
、
青

年
部
、
４
つ
の
委
員
会
と
、
必

要
に
応
じ
て
稼
働
す
る
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
を
核
と
し
て
、
行
政

や
他
団
体
と
の
連
携
・
協
力
を

い
っ
そ
う
強
め
な
が
ら
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
旨
と
し
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
今
年
も
様
々

な
活
動
を
展
開
し
、
成
果
を
求

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
「
議
論
し
て
、
行

動
し
て
、
結
果
を
問
う
」
姿
勢

で
「
知
恵
を
集
め
、
力
を
合
わ

せ
、
お
互
い
を
活
か
し
合
う
」、

そ
ん
な
つ
な
が
り
を
大
切
に
す

る
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員

の
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
当
所
の

利
活
用
と
活
動
へ
の
参
画
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

 

会
頭
　
鈴
木 

悌
介

　
５
月
15
日（
水
）、
当
所
で
は
、

令
和
６
年
度
会
員
大
会
を
湯
本

富
士
屋
ホ
テ
ル
（
箱
根
町
湯
本

２
５
６

－

１
）
に
て
開
催
し
ま

す
。

　
当
日
は
、
令
和
５
年
度
事
業

報
告
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画

の
説
明
。
そ
の
後
は
、
基
調
講

演
と
し
て
、
ラ
グ
ビ
ー
元
日
本

代
表
の
吉
田
義
人
氏
に
よ
る
講

演
「
ラ
グ
ビ
ー
か
ら
学
ぶ
組
織

論
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
講

演
後
に
は
、
会
員
交
流
会
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

総
務
課

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
で

は
、
経
営
に
役
立
つ
各
種
の
窓

口
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
実
施
し
て
い
る
専

門
家
・
連
携
相
談
に
つ
き
ま
し

て
は
、
左
記
の
通
り
で
す
。

令
和
６
年
度 

鈴
木
会
頭
所
信

知
恵
を
集
め
、

　
　
力
を
合
わ
せ
、

　
　
　
　
お
互
い
を
活
か
し
合
う

専門家・連携相談一覧
小田原箱根商工会議所　令和６年度

予約等のお問合せは、
小田原箱根商工会議所　電話 0465-23-1811

○発明·特許·商標·意匠·その他の知的財産権相談（予約制）
弁理士　穂坂 道子 氏
原則毎週　月曜日　15:00～17:00　商工会議所 相談室

○法律相談（予約制）
弁護士　杉﨑 茂 法律事務所

○金融相談（予約制）※小規模事業者（創業前の方を含む）以外の事業者向け
日本政策金融公庫小田原支店（中小企業事業部）
毎月　第２水曜日・金曜日　

○健康経営相談（予約制）
健康経営エキスパートアドバイザー　坂田 淳子 氏
商工会議所 ５階

○保証ホットライン相談（融資保証）
神奈川県信用保証協会小田原支店
平日　9:00～17:15

○コンピューター相談（予約制・有料）
小田原コンサルティンググループ
※会　員　最初の１時間　2,500円　その後30分毎に1,000円
　非会員　最初の１時間　5,000円　その後30分毎に2,000円

○下請取引斡旋（予約制）
公益財団法人 神奈川産業振興センター　県央支所
毎月　第２水曜日　13:30～16:00　商工会議所 相談室

○経営総合相談
神奈川産業振興センター（よろず支援拠点サテライトオフィス）
中小企業診断士
月・水・金（平日のみ）　9:00～17:00　商工会議所 ４階

○事業承継相談（予約制）
神奈川県事業承継引継ぎ支援センター
平日　8:30～17:15　商工会議所 ５階

是
非
、
ご
活
用
く
だ
さ
い

商
工
会
議
所

専
門
家
・
連
携
相
談

令和６年度
小田原箱根商工会議所
会員大会を開催

５月15日

１．ＰＯＳＴコロナを踏まえた会員企業の個別支援

２．危機管理

３．脱炭素社会における経済と環境の好循環づくり

４．デジタル化への対応

５．当地の優位性を活かした観光振興

６．人とお金を呼び込むまちづくりへの参画

７．当地ならではのものづくりの振興

８．組織の拡充・活性化と認知度向上・発信力強化

【令和６年度　事業計画】
重 点 施 策

「働き方改革」で時間とコストを削減！

社会保険・雇用保険 手続の電子申請をサポート

℡　０４６５－２５－３３６４

社会保険労務士　大石事務所
小田原市鴨宮３８５番地  虹ビル２Ｆ
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協定書を手にする守屋市長（左）
堀之内自治会 岩崎自治会長（中央）
㈱柴橋商会 柴橋社長（右）
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小
田
原
市
自
治
会
総
連
合
、

小
田
原
市
及
び
小
田
原
箱
根
商

工
会
議
所
の
三
者
が
締
結
し
た

防
災
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定

に
基
づ
き
、
令
和
６
年
３
月
19

日（
火
）に
小
田
原
市
役
所
３
Ｆ

庁
議
室
に
て
、
㈱
柴
橋
商
会
と

堀
之
内
自
治
会
・
小
田
原
市
で

災
害
に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
包
括
連
携
協
定
は
、
自

治
会
、
企
業
及
び
小
田
原
市
が

緊
密
な
連
携
の
も
と
、
皆
が
地

域
の
一
員
と
し
て
、
災
害
発
生

時
だ
け
で
な
く
、
平
常
時
に
お

い
て
も
相
互
に
協
力
す
る
こ
と

に
よ
り
、
災
害
対
応
力
を
強
化

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
防
災
協
定
の
内
容
は
、

①
台
風
の
接
近
な
ど
に
よ
り
風

水
害
が
発
生
し
た
場
合
、
又
は

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

に
お
け
る
一
時
避
難
施
設
と
し

て
、
堀
之
内
自
治
会
が
㈱
柴
橋

商
会
小
田
原
工
場
の
２
階
の
部

屋
の
提
供
を
受
け
る
。
②
大
規

模
災
害
時
に
、
㈱
柴
橋
商
会
か

ら
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
な
ど
を
受

け
る
こ
と
で
、
福
祉
避
難
所
な

ど
に
お
い
て
避
難
者
に
寝
具
及

び
リ
ネ
ン
、
福
祉
用
具
の
安
定

し
た
提
供
を
行
う
。（
福
祉
避

難
所
等
へ
の
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ

事
業
の
提
供
・
福
祉
用
具
の
貸

与
）
の
２
点
と
な
り
ま
す
。

　
締
結
式
終
了
後
に
は
、
関
係

者
に
て
地
域
の
防
災
訓
練
の
参

加
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
田
原
市
で
は
、
小
田
原
産

木
材
の
利
用
拡
大
、
木
の
良
さ

の
Ｐ
Ｒ
及
び
市
民
の
木
材
利
用

に
関
す
る
意
識
向
上
を
図
る
た

め
、
小
田
原
産
木
材
を
使
用
し

　
当
所
は
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
国
際
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー

（
以
下

：

Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
と
の
連

携
協
定
を
令
和
６
年
４
月
１
日

に
締
結
し
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
は
商
社
や
金
融
機

関
等
の
大
企
業
出
身
の
Ｏ
Ｂ
で

構
成
す
る
団
体
で
あ
り
、
登
録

す
る
３
０
０
０
名
の
会
員
が
活

動
の
一
環
と
し
て
中
小
企
業
支

援
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
今
回
、

当
所
と
包
括
的
に
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
で
、
当
地
域
の
会
員

企
業
が
抱
え
る
課
題
を
Ａ
Ｂ
Ｉ

Ｃ
の
会
員
が
副
業
人
材
と
し
て

原
則
業
務
委
託
契
約
の
形
態
で

支
援
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

　
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
会
員
は
、
過
去

た
建
築
、
木
質
化
に
よ
り
木
材

を
積
極
的
か
つ
効
果
的
に
活
用

す
る
取
組
み
に
対
し
て
補
助
を

行
い
ま
す
。

◆
対
象
建
築
物

多
く
の
市
民
等
が
利
用
す
る
市

内
の
民
間
建
築
物

◆
対
象
者

対
象
建
築
物
の
所
有
者
、
対
象

建
築
物
で
事
業
を
行
う
法
人
・

個
人

◆
対
象
事
業
費

木
材
を
使
用
し
た
建
築
・
木
質

化
に
係
る
工
事
、
木
製
什
器
の

購
入

の
経
歴
か
ら
海
外
展
開
支
援
や

豊
富
な
人
脈
に
よ
る
販
路
拡
大

な
ど
に
強
み
を
持
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
商

工
会
議
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
今
回
の
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
と
の
提
携

に
よ
り
、
会
員
の
皆
様
が
利
用

で
き
る
当
所
の
副
業
人
材
活
用

支
援
の
連
携
先
は
、
㈱
み
ら
い

ワ
ー
ク
ス
・
ラ
イ
オ
ン
㈱
と
Ａ

Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
３
団
体
と
な
り
ま
し

た
。
人
材
確
保
の
一
助
と
し
て
、

様
々
な
分
野
の
専
門
人
材
を
、

団
体
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
会

員
事
業
所
様
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
活
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

率
化
を
図
る
事
業

●
顧
客
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
営
業
業
務
を
効
率
化
す
る

事
業
な
ど

【
補
助
率
】

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以

内【補
助
上
限
額
】

50
万
円

※
同
補
助
金
に
関
す
る
事
前
相

談
会
が
、（
公
財
）
神
奈
川
産

　
人
手
不
足
の
解
消
や
業
務
効

率
化
に
資
す
る
シ
ス
テ
ム
導
入

等
に
利
用
が
可
能
な
補
助
金

「
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
小
規

模
事
業
者
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
推

進
事
業
費
補
助
金
」
の
申
請
が

令
和
６
年
６
月
３
日（
月
）の
９

時
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

【
取
組
事
例
】

●
セ
ル
フ
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
ホ
ー
ル
業
務
の
効

◆
補
助
金
額

対
象
事
業
費
の
２
分
の
１
、
上

限
２
０
０
万
円

◆
申
請

５
月
７
日（
火
）か
ら

（
要
事
前
相
談
）

※
予
算
に
達
し
次
第
、
受
付
を

終
了
し
ま
す
（
先
着
順
）。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
市
農
政
課

☎
０
４
６
５（
33
）１
４
９
１

総
務
部
総
務
課

門
松
　
優
瑚

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
入

所
し
ま
し
た
、
門
松
優
瑚
と
申

し
ま
す
。
高
校
在
学
時
に
簿
記

部
に
所
属
し
、
簿
記
を
勉
強
し

て
い
く
中
で
企
業
の
経
済
活
動

に
興
味
を
持
ち
、
高
校
卒
業
後

は
市
内
の
会
社
に
て
１
年
間
総

務
・
経
理
職
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
小
田
原
箱
根
地
域
を
世
界
に

誇
れ
る
地
域
に
す
る
べ
く
、
日

々
精
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
だ
未
熟
で
至
ら
ぬ
点
も

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
精

一
杯
努
力
し
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

業
振
興
セ
ン
タ
ー
主
催
に
て
次

の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

補
助
金
の
申
請
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
は
、
ご
参
加
を
検
討
く

だ
さ
い
。

【
日
程
】

●
５
月
20
日（
月
）・
５
月
28
日

（
火
）

【
場
所
】

小
田
原
合
同
庁
舎
３
階
Ｅ
会
議

室※
補
助
金
の
詳
細
は
、
左
記
二

次
元
コ
ー
ド
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

「民間建築物小田原産木材
 利用促進事業費補助金」

のご案内

小田原市からのお知らせ令
和
５
年
度
　
同
事
業
実
績

（
陶
芸
教
室
）

新
入
職
員
紹
介

防災に関する包括連携協定に基づき
㈱柴橋商会と堀之内自治会・小田原市
で災害協定が締結されました

●
労
働
時
間
の
適
正
な
把
握

●
商
品
の
強
制
的
な
購
入
の
抑

止
と
そ
の
代
金
の
賃
金
か
ら
の

控
除
の
禁
止

●
労
働
契
約
の
不
履
行
に
対
し

て
あ
ら
か
じ
め
罰
金
額
を
定
め

る
こ
と
や
労
働
基
準
法
に
違
反

す
る
減
給
制
裁
の
禁
止

　
今
年
の
４
月
よ
り
、
労
働
条

件
の
明
示
事
項
が
追
加
さ
れ
る

改
正
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
企
業
向
け
の
案
内
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
に
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
雇

用
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す
い

項
目
に
つ
い
て
記
載
が
あ
り
ま

す
の
で
、
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

（
情
報
提
供
）

宮
川
・
神
蔵
社
会
保
険
労
務
士

法
人

【
お
問
合
せ
】

宮
川
・
神
蔵
社
会
保
険
労
務
士

法
人

☎
０
４
６
５（
63
）３
３
１
８

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
全
国
の

大
学
生
等
を
対
象
と
し
て
、
特

に
多
く
の
新
入
学
生
が
ア
ル
バ

イ
ト
を
始
め
る
４
月
１
日
か
ら

７
月
31
日
ま
で
の
期
間
、
自
ら

の
労
働
条
件
の
確
認
を
促
す
こ

と
な
ど
を
目
的
と
し
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
取
組
内
容
と
し
て
は
、

大
学
等
へ
の
出
張
相
談
の
実
施

や
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
る
前

に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
ポ
イ

ン
ト
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
等
に
よ
る
周
知
・
啓

発
、
都
道
府
県
労
働
局
及
び
労

働
基
準
監
督
署
に
設
置
さ
れ
て

い
る
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

に
「
若
者
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
置
し
、
学
生
か
ら
の
相
談
に

重
点
的
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

学
生
に
重
点
的
に
呼
び
か
け
て

い
る
事
項
は
、
次
の
通
り
で
す
。

●
労
働
条
件
の
明
示

●
シ
フ
ト
制
労
働
者
の
適
切
な

雇
用
管
理

令
和
６
年
度

「
ア
ル
バ
イ
ト
の
労
働
条
件
を
確
か
め
よ
う！
」

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
全
国
で
実
施
さ
れ
ま
す

　
令
和
６
年
３
月
21
日
に
令
和

５
年
度
通
常
議
員
総
会
を
当
所

２
階
大
会
議
室
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
議
案
は
次
の
通
り
上
程

さ
れ
ま
し
た
。
　
　

第
一
号
議
案
「
令
和
６
年
度
事

業
計
画
（
案
）
承
認
の
件
」

　
会
頭
所
信
・
重
点
施
策
・
活

動
計
画
、
箱
根
支
部
事
業
、
商

業
、
工
業
も
の
づ
く
り
、
観
光

飲
食
、
建
設
・
不
動
産
、
金
融

庶
業
・
交
通
運
輸
の
６
部
会
、

４
つ
の
委
員
会
事
業
等
に
つ
い

て
全
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

第
二
号
議
案
「
令
和
６
年
度
収

支
予
算
（
案
）
承
認
の
件
」

　
一
般
会
計
・
会
館
管
理
特
別

会
計
・
共
済
事
業
特
別
会
計
・

特
定
退
職
金
共
済
事
業
特
別
会

計
・
運
営
資
金
積
立
金
特
別
会

計
・
退
職
給
与
資
金
特
別
会

計
・
会
館
建
設
資
金
特
別
会
計

の
７
会
計
に
つ
い
て
、
全
て
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案
「
令
和
６
年
度
借

入
限
度
額
（
案
）
承
認
の
件
」

　
令
和
６
年
度
の
借
入
限
度
額

を
例
年
通
り
２
０
０
０
万
円
に

設
定
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

第
四
号
議
案
「
特
定
商
工
業
者

負
担
金
賦
課
の
許
可
申
請
の

件
」

　
特
定
商
工
業
者
負
担
金
賦
課

申
請
を
神
奈
川
県
知
事
へ
実
施

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

挨
拶
を
す
る
鈴
木
会
頭

通
常
総
会
を
開
催

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
を
承
認

令
和
６
年
度
神
奈
川
県
小
規
模
事
業
者

デ
ジ
タ
ル
化
支
援
推
進
事
業
費
補
助
金

（
６
月
３
日
か
ら
申
請
開
始
）

特定非営利活動法人
国際社会貢献センター
（ABIC）と連携協定を締結

（令和６年４月１日）

　
補
助
金
情
報
等
配
信
中
。
詳

細
は
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

メ
ル
マ
ガ
会
員

募
集
中
！

76
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合
同
入
社
式
後
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
研
修
を
実
施
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子
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ム
ー
ビ
ー
は
、
超
高
精
細
な

８
Ｋ
で
撮
影
。
動
画
内
の
ベ
ス

ト
な
一
コ
マ
を
切
り
出
し
て
写

真
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と

か
ら
、
カ
メ
ラ
目
線
や
ポ
ー
ズ

が
苦
手
な
お
子
さ
ん
で
も
、
無

理
を
せ
ず
自
然
体
な
表
情
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
期
に
「
お
だ
わ

ら
起
業
ス
ク
ー
ル
」
を
受
講
し

た
奥
様
の
亜
希
子
さ
ん
も
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
専
門
店
「
ｃ
ａ
ｎ
ａ

ｓ
ａ
」
を
同
店
舗
内
で
経
営
を

し
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
に
よ
り
栄
養
面
に
配

慮
が
必
要
な
姪
っ
子
に
、「
栄
養

が
あ
っ
て
元
気
に
な
れ
る
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ

た
い
。」
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
健
康
上
の
事
情
が
あ

る
方
や
美
容
に
気
を
使
う
方
で

も
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
、
体
に
優
し
い
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
〝
ｒ
ａ
ｗ
ヴ
ィ
ー
ガ
ン

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
〞
を
販
売
し
て

　
昨
年
の
秋
に
鴨
宮
で
開
業
し

た
ム
ー
ビ
ー
＆
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ

オ
「
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
　
Ｍ
ｏ
ｍ

ｅ
ｎ
ｔ
」。
代
表
の
三
成
氏
は
、

昨
年
５
月
に
開
催
し
た
「
お
だ

わ
ら
起
業
ス
ク
ー
ル
」
を
受
講

し
、
創
業
に
至
り
ま
し
た
。

　「
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
　
Ｍ
ｏ
ｍ
ｅ

ｎ
ｔ
」
の
一
番
の
特
徴
（
強

み
）
は
、
ム
ー
ビ
ー
の
撮
影
が

得
意
と
い
う
事
。
例
え
ば
七
五

三
な
ら
親
御
さ
ん
か
ら
お
子
さ

ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
た

り
、
家
族
の
会
話
の
様
子
や
お

子
さ
ん
が
元
気
に
動
き
回
る
様

　
４
月
４
日（
木
）、
小
田
原
お

堀
端
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

に
て
令
和
６
年
度
の
小
田
原
箱

根
商
工
会
議
所
合
同
入
社
式
を

い
ま
す
。

　
二
人
三
脚
で
築
１
０
０
年
を

越
え
る
茅
葺
屋
根
の
店
舗
で
新

た
な
息
吹
を
吹
か
せ
て
い
ま
す
。

「
自
分
の
思
い
描
い
て
い
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
事
業
と
し
て

成
り
立
つ
か
、
事
業
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を

同
じ
志
を
持
つ
受
講
生
同
士
で

一
緒
に
考
え
た
時
間
は
財
産
に

な
り
ま
し
た
」
と
嬉
し
そ
う
に

語
っ
た
卓
也
さ
ん
。

　
８
Ｋ
高
画
質
カ
メ
ラ
で
動
画

を
撮
影
し
、
動
画
か
ら
お
客
様

の
お
好
み
の
瞬
間
を
写
真
に
し

て
い
た
だ
く
の
を
基
本
サ
ー
ビ

ス
と
す
る
「
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
　
Ｍ

ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
」。
是
非
、
最
高

の
１
枚
を
撮
影
し
に
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
お
問
合
せ
】

ム
ー
ビ
ー
＆
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ

「
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
　
Ｍ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ

ｔ
」

小
田
原
市
鴨
宮
６
９
８

※
ｒ
ａ
ｗ
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
専
門
店
の
「
ｃ
ａ
ｎ
ａ

ｓ
ａ
（
カ
ナ
サ
）」
は
毎
週
金

曜
日
11
時
00
分
〜
18
時
00
分
に

営
業
。
※
不
定
休
あ
り

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
合
同
入

社
式
は
、
中
小
・
零
細
事
業
者

に
お
い
て
は
、
入
社
式
そ
の
も

の
が
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
り
、

新
入
社
員
を
地
域
全
体
で
祝

福
・
歓
迎
し
、
１
日
で
も
早
く

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ

て
頂
け
る
場
に
な
れ
ば
と
い
う

考
え
で
毎
年
実
施
を
し
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
１
２
４
名
の
新

入
社
員
が
参
加
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
当
日
は
、
市
長
・
町

長
に
も
来
賓
と
し
て
ご
出
席
し

て
頂
き
新
入
社
員
を
精
一
杯
に

祝
福
・
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
当
所
正
副
会
頭
・
部
会
長
と

小
田
原
市
長
・
副
市
長
・
政
策

監
と
の
懇
談
会
を
、
令
和
６
年

３
月
22
日（
金
）、
当
所
大
会
議

室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
テ
ー
マ
と
し
て
、

各
部
会
長
よ
り
、
①
市
内
の
再

開
発
に
伴
う
人
口
増
加
に
対
応

す
る
商
業
支
援
策
に
つ
い
て
②

中
小
企
業
等
販
路
開
拓
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
③
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
へ
の
対
応
に
つ
い
て
④

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
推
進
に
つ

い
て
⑤
小
田
原
市
内
で
の
新
規

創
業
者
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

⑥
小
田
原
市
地
域
公
共
交
通
計

画
に
伴
う
具
体
的
施
策
に
つ
い

て
の
６
項
目
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
の
対
応
で
は
、
市
観
光
戦

略
ビ
ジ
ョ
ン
で
２
０
３
０
年
ま

で
に
、
入
込
観
光
客
数
１
０
０

０
万
人
、
観
光
消
費
総
額
４
８

　
詳
細
は
、
当
所
の
Ｈ
Ｐ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
小
田

原
箱
根
起
業
ス
ク
ー
ル
」
は
、

「
小
田
原
市
創
業
支
援
等
事
業

計
画
」
の
「
特
定
創

業
支
援
等
事
業
」
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
起
業
ス
ク
ー

ル
修
了
者
（
全
６
回

中
５
回
以
上
出
席
し

た
方
）
は
、
市
の
証

明
を
受
け
る
と
、
国

の
特
別
な
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

（
詳
細
は
、下
記
二
次

元
コ
ー
ド
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。）

４
億
円
を
目
標
に
し
て
お
り
、

目
標
達
成
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
が
重
要
と
思
っ
て
い
る
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
た
。「
市
で

は
、
観
光
案
内
所
に
７
名
の
英

語
が
話
せ
る
ス
タ
ッ
フ
が
お
り
、

Ｗ
ｉ

－

ｆ
ｉ
も
整
備
し
て
い
る
。

ま
た
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、

早
朝
の
観
光
や
体
験
コ
ン
テ
ン

ツ
・
小
田
原
の
夜
の
コ
ン
テ
ン

ツ
の
造
成
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
小
田
原
城
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ

ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
二
の
丸
広

場
の
光
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
の
コ
ン
テ

ン
ツ
を
作
っ
て
い
る
。
小
田
原

市
観
光
協
会
で
は
、
欧
米
客
向

け
の
サ
イ
ト
を
作
っ
た
」
と
い

【
開
講
日
】

第
１
回

５
月
25
日（
土
）

13
時
00
分
〜
17
時
00
分

第
２
回

６
月
１
日（
土
）

13
時
00
分
〜
17
時
00
分

第
３
回

６
月
15
日（
土
）

13
時
00
分
〜
17
時
00
分

第
４
回

６
月
29
日（
土
）

13
時
00
分
〜
17
時
00
分

第
５
回

７
月
13
日（
土
）

13
時
00
分
〜
17
時
00
分

第
６
回

７
月
27
日（
土
）

う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
江
の
浦
測
候
所
で

の
体
験
や
魚
市
場
で
の
セ
リ
体

験
な
ど
の
体
験
ツ
ア
ー
も
実
施

し
て
い
る
と
い
う
話
も
あ
り
、

今
後
、
小
田
原
市
観
光
協
会
で

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
動
向
調
査
も

令
和
６
年
度
に
実
施
す
る
予
定
。

美
食
の
ま
ち
も
進
ん
で
い
る
の

で
、
商
工
会
議
所
と
連
携
し
な

が
ら
、
入
込
客
数
、
観
光
消
費

総
額
の
目
標
に
目
指
し
て
い
き

た
い
と
い
っ
た
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　
今
後
も
定
期
的
に
懇
談
会
を

開
催
し
、
地
域
商
工
業
者
の
声

を
行
政
に
届
け
て
い
く
予
定
で

す
。

13
時
00
分
〜
17
時
30
分

※
複
数
回
、
午
前
中
に
希
望
者

の
み
補
修
講
座
、
専
門
家
相
談

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

【
開
催
場
所
】

第
１
回
〜
第
５
回

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
２
階

大
会
議
室

第
６
回

Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
小
田
原
　
Ａ
Ｒ
Ｕ

Ｙ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
│
コ
ワ

ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

令和６年２月16日～
３月15日までの入会の方新しい会員さんです

事業所名 代表者名 住　　所 ＴＥＬ 事業内容

串焼き さだきち 天野寧久 小田原市栢山2651‒1
0465-46-
8885 居酒屋

㈱オダワラバルク 浦川拓也 小田原市栄町2丁目11‒5
070-4366-
6537 パーソナルジム

にく月 三樹優喬 小田原市栄町1丁目14‒7
0465-24-
2911 飲食店（焼肉）

㈱藤和不動産 武藤真広 小田原市本町2丁目9‒28
0465-23-
8108 不動産業

奥津司法書士事務所 奥津航太郎 小田原市浜町3丁目6‒9
0465-25-
4443 司法書士

㈱インピックス 黒須　大 小田原市堀之内
196‒2‒2

0465-55-
8152 民泊の清掃事業

㈱レッツラッピング 曺　光鉉 小田原市桑原169‒3
0465-37-
7117

ギフト資材・ラッピ
ング資材卸

ほたる社会保険
労務士事務所 近藤　剛 小田原市蓮正寺

813‒29
0465-20-
4254

人事評価制度・賃金制
度設計及び運用支援

㈱アイムポッシブル 三成卓也 小田原市鴨宮698
070-5360-
0810 写真・映像作成

㈱KJプランニング 萩野健治 小田原市栄町1丁目17‒19
0465-34-
9206 印刷業

canasa Every
Moment

　
第
10
回
の
「
小
田
原
箱
根
起

業
ス
ク
ー
ル
」
を
下
記
の
予
定

で
開
講
し
ま
す
。
現
在
、
受
講

者
を
募
集
中
で
す
。

3/22に実施した懇談会

毎回、多くの方が受講する
「おだわらはこね起業スクール」

創
業
者
連
載

ム
ー
ビ
ー
＆
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ

「
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ 

Ｍ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
」
代
表　

三
成 

卓
也
氏

築
１
０
０
年
を
超
え
る
茅
葺
屋
根
の
古
民
家
の
雰
囲
気
を

味
わ
い
な
が
ら
最
高
の
瞬
間
を
お
写
真
に
し
ま
す
！

正副会頭・部会長と
小田原市長・副市長・政策監との
懇談会を実施しました

（３月22日）

令和６年度
合同入社式を開催
新社会人を地域全体で祝福

「小田原箱根起業スクール」
第10回

５月25日からスタート

小田原市
特定創業支援等事業

年に１回の法定健康診断（義務）は、
小田原箱根健診クリニックで。

（小田原駅直結、ミナカ小田原内）

法定健康診断 14,000 円（税込）
深夜業健康診断 5,900 円（税込）
簡易健康診断 5,900 円（税込）

〒250-0011 小田原市栄町1-1-15 ミナカ小田原 7 階

ご予約はお電話にて　℡ 0465-24-0077

法定健康診断 14,000 円（税込）
深夜業健康診断 5,900 円（税込）
簡易健康診断 5,900 円（税込）

小田原市、箱根町の経営者の皆様へ
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小田原駅周辺に設置された
スマートポール
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̶ 管内定期情報 ̶
調査項目 調査月 数　値 対前月比 対前年

同月比 資料提供

小
田
原
市

人　口 3月1日
現　在 186,076 人 △ 103 人 △ 846 人

小田原市
世帯数 3月1日

現　在 84,735 世帯 40 世帯 928 世帯

箱
根
町

人　口 3月1日
現　在 10,860 人 △ 66 人 △ 11 人

箱根町
世帯数 3月1日

現　在 6,383 世帯 △ 38 世帯 106 世帯

求
人
求
職
状
況

求人倍率 2月分 0.88 △ 0.01 0.05

ハローワーク
小田原有効求人数 2月分 2,664 人 68 人 250 人

有効求職数 2月分 3,014 人 109 人 113 人

天 守 閣
入場者数 2月 46,422 人 4,298 人 5,379 人 小田原市

観光協会

政
伸
氏
が
、
五
代
北
条
氏
直
役

に
柳
沢
慎
吾
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ

務
め
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
は
60
回
を
記

念
し
て
舞
踊
家
の
四
代
目
市
川

ぼ
た
ん
氏
と
歌
舞
伎
俳
優
の
八

代
目
市
川
新
之
助
氏
も
出
演
す

る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
是
非
、
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
日
時
】

令
和
６
年
５
月
３
日（
金
・
祝
）

午
前
11
時
10
分
か
ら

【
内
容
】

出
陣
式
（
城
址
公
園
銅
門
広

場
）・
武
者
行
列

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
市
観
光
協
会

☎
０
４
６
５（
20
）４
１
９
２

　
５
月
３
日（
金
）、「
第
60
回

小
田
原
北
條
五
代
祭
り
」
が
小

田
原
城
址
公
園
周
辺
に
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
当
日
の
パ
レ
ー
ド
で
は
、
初

代
北
条
早
雲
役
に
合
田
雅
史
氏

が
、
四
代
北
条
氏
政
役
に
高
嶋

　
伊
豆
箱
根
鉄
道
㈱
で
は
、
鉄

道
施
設
の
有
効
活
用
の
一
環
と

し
て
、
鉄
道
駅
に
愛
称
（
副
駅

名
）
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
る
話

題
性
の
創
出
や
地
域
振
興
等
を

目
的
に
、
副
駅
名
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
公
募
は
当
会
議
所
管
内
の
大

雄
山
線
（
全
12
駅
）
で
も
行
わ

れ
て
お
り
、
２
０
２
４
年
４
月

　
本
年
３
月
１
日
か
ら
、
小
田

原
市
が
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
交
付
金
を
活
用
し
て
設

置
し
た
ス
マ
ー
ト
ポ
ー
ル
（
多

機
能
型
の
デ
ジ
タ
ル
街
路
灯
）

の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
ポ
ー
ル
で
は
、
人

流
属
性
解
析
カ
メ
ラ
や
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
な
ど
、
地
域
活
性
化
事

業
や
観
光
事
業
に
有
効
な
様
々

な
機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
同
ス
マ
ー
ト
ポ
ー
ル
は
、
防

災
・
緊
急
速
報
の
発
信
、
災
害

時
の
衛
星
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
提
供
、

市
か
ら
の
公
的
な
情
報
発
信
、

１
日
現
在
、
契
約
済
み
の
大
雄

山
駅
を
除
く
11
駅
で
募
集
が
か

け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
随
時
受

付
中
の
た
め
、
お
問
合
せ
時
に

商
談
中
の
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
た
企
業

は
、
各
駅
の
愛
称
（
副
駅
名
）

の
命
名
権
の
ほ
か
、「
伊
豆
箱
根

鉄
道
㈱
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹

介
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
ス
ポ

ン
サ
ー
と
し
て
）
お
よ
び
リ
ン

ク
の
設
置
」、「
命
名
し
た
副
駅

名
の
伊
豆
箱
根
鉄
道
㈱
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
路
線
図
へ
の
掲
示
」、

「
駅
名
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
更

新
時
の
優
先
交
渉
権
」、「
申
込

み
駅
内
で
の
広
告
ス
ペ
ー
ス
の

無
償
提
供
（
要
相
談
）」
と
い
っ

た
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
詳
細
は
、
左
記
二
次
元
コ
ー

ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
の
小
田
原
箱
根
商
工

会
議
所
に
よ
る
定
期
健
康
診
断

に
つ
い
て
も
、
小
田
原
卸
商
業

団
地
協
同
組
合
と
箱
根
町
仙
石

原
文
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
神
奈
川
県
厚
生
連
に
よ
る

巡
回
健
診
に
て
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
田
原
駅
周
辺
で
の

受
診
を
希
望
す
る
事
業
所
向
け

に
は
、
小
田
原
箱
根
健
診
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
小
田
原
市
栄
町
１

－

１

－

15
ミ
ナ
カ
７
階
）
に
て
実

施
を
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
会
員

限
定
価
格
で
の
受
診
が
可
能
で

す
。
各
事
業
所
の
ご
都
合
に
合

せ
健
診
を
受
診
を
し
て
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
申
込
み
は
、
来
月
号
の
同

封
物
に
て
ご
案
内
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

総
務
課

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

商
店
街
・
地
元
企
業
と
の
提
携
、

民
間
事
業
者
・
団
体
の
商
業
目

的
で
利
用
で
き
る
設
計
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
左
記
二
次
元
コ
ー
ド

よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
フ
ッ
ト
サ

ル
ク
ラ
ブ
と
当
所
と
の
包
括
連

携
協
定
事
業
の
一
環
と
し
て
人

材
育
成
と
人
材
確
保
の
取
組
み

を
目
的
と
し
た
研
修
事
業
「
Ｂ

－

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
に
て
、
３
月

18
日
に
研
修
を
受
け
る
４
チ
ー

ム
に
よ
る
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
で
は
「
地
域
の
社

会
課
題
を
解
決
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
１
６
０
事
業
立
ち
上
げ

る
た
め
に
、
一
緒
に
取
り
組
む

人
を
１
０
０
０
人
増
や
す
施
策

を
提
言
せ
よ
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
実
現
す
る
た
め
、
１
チ
ー
ム

５
名
で
事
業
性
と
実
現
性
を
踏

ま
え
て
企
画
立
案
し
、
そ
の
企

画
案
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
終
了

後
は
企
画
案
を
審
査
し
、
高

校
生
が
課
題
解
決
に
取
組
む

「
地
域
盛
り
上
げ
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
と
い
う
企
画
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
フ
ッ

ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
と
と
も
に
、
社

会
貢
献
事
業
に
も
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e

副
駅
名
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の

　
　
　
　
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
中

■ネット試験
試　験　名 試　験　日

日商プログラミング 試験日は各会場が決定します。
詳細は日本商工会議所ＨＰまたは

日商検定情報ダイヤル
（03-5777-8600）へ
お問合せください。

日商ＰＣ（文書作成・データ活用）
原価計算初級
簿記初級

キーボード操作
◎各試験会場に直接申込みになります。
◎当所認定の試験会場は下記の通りです。
　パソコン教室 岸　　　　　　0465-47-6662
　パソコンくらぶ おぐぱそ　　0465-44-4262

■日商珠算（そろばん）/日珠連暗算/日珠連段位
回　数 種　目 開　催　日 受付期間
第231回 珠算・暗算

６月23日（第４日曜） ５月７日（火）～５月17日（金）
第141回 段位
第232回 珠算・暗算

10月27日（第４日曜） ９月２日（月）～９月13日（金）
第142回 段位
第233回 珠算・暗算

２月９日（第２日曜） 12月16日（月）～１月６日（月）
第143回 段位
◎受験料　段位 ¥3,500 ／ 段位珠算のみ ¥3,000 ／ 段位暗算のみ ¥1,500
　　　　　１級 ¥2,800 ／ ２級 ¥2,000 ／ ３級 ¥1,800
　　　　　４～６級 ¥1,200 ／ ７～10級 ¥1,000
　　　　　暗算１～３級 ¥1,200 ／ ４～６級 ¥1,100 ／ ７～10級 ¥1,000

■珠算（下級）/日珠連暗算　※日珠連小田原支部会員教場のみ
回　数 開　催　日 受付期間
第１回 ４月14日（第２日曜） ２月19日（月）～３月１日（金）
第２回 ８月４日（第１日曜） ６月17日（月）～６月21日（金）
第３回 12月８日（第２日曜） 10月21日（月）～11月１日（金）

◎暗算検定（１～７級）は、珠算検定・珠算下級検定と同日に申込みと施行します。

＝各検定試験の注意事項＝
◎受験申込書は原則本人の自筆に限ります。
◎ 試験当日は身分証明書（氏名・生年月日・顔写真の確認できるもの）を
必ず持参してください。

問合せ：小田原箱根商工会議所　検定担当　TEL 0465-23-1811

小田原箱根商工会議所
各種検定ページは
こちらの二次元コードよりご覧ください

小田原箱根商工会議所 2024年度 各種検定試験一覧表
■日商簿記　※２月開催試験は２・３級のみ
回　数 開　催　日 申込方法 受付期間

第167回 ６月９日（第２日曜）
窓口 ４月22日（月）～５月10日（金）
ＷＥＢ ４月22日（月）～５月８日（水）

第168回 11月17日（第３日曜）
窓口 ９月30日（月）～10月18日（金）
ＷＥＢ ９月30日（月）～10月16日（水）

第169回 ２月23日（第４日曜）
窓口 １月６日（月）～１月24日（金）
ＷＥＢ １月６日（月）～１月22日（水）

◎受験料　１級 ¥8,800　２級 ¥5,500　３級 ¥3,300
※注意　　・ＷＥＢ申込みは別途手数料がかかります。
　　　　　・受付期間中でも定員になり次第締め切らせて頂きます。
　　　　　・ ２級と３級は随時受験可能なネット試験もございます。

詳細は下記、日本商工会議所ホームページをご覧ください。
　　　　　　https://www.kentei.ne.jp/33013
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◉

第
60
回５

月
３
日　
小
田
原
城
址
公
園
周
辺

伊
豆
箱
根
鉄
道
㈱

第第
6060
回回

小
田
原
北
條
五
代
祭
り

令和６年度
小田原箱根商工会議所

の実施について

定期健康診断

商 工 会 議 所
×

湘南ベルマーレ
フットサルクラブ

小田原市「デジタル田園都市国家構想交付金」
 を活用

スマートポールが
設置されました

課
題
解
決
策
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
ま
し
た
（
３
月
18
日
）

最終プレゼンを前に挨拶
する鈴木会頭

人と医療の間に「全て孝徳の心」
（第42回母指堂標語）

鍼灸
　指圧
　　接骨
安心の保険診療  交通事故 労災 鍼灸指圧の保険適応症
専門医連携の責任診療  骨折 脱臼 捻挫 打撲 肉離れ
Tel. 0465-66-5544　　朝８時～夜９時

●アクセス●
小田原駅東口⑦番バス国府津行
「小田原東高」停留所　P50台
●診療項目●
 鍼灸マッサージ　整骨　整体　矯正
カイロプラクティック　オステオパシー
      　　　医薬品登録販売者エコー検査

笑 顔 の 輝 き
・ 笑顔は信頼と勇気を
生み　夢をかなえる
・ 笑顔は疲れた人には
休養となり　失意の人
には光明　悲しむ人に
は太陽の輝きとなる

●ドラッカーマネジメント
●ポーター競争戦略、バランス・スコア・カードによる経営戦略
●経営者に必須の計数管理知識など

後継ぎ教育、先送りしていませんか？
マネジメントスクール

■お問い合わせ、資料請求は、下記まで
　詳細は、ＨＰをご覧ください

小田原市城山3丁目25番23号
TEL0465-24-3311 mail : info@enari-brain.com

中小企業に特化！明日の経営者育成を目指す実践経営学

内　容

講　師
受講料 定　員
期　間

税理士・中小企業診断士　  江成　健一
200,000円（税抜）／全20回 10名
2023年4月～2025年2月　随時募集
毎月第2火曜日　18:30～20:30

税理士法人エナリ　（株）ブレイン・スタッフ


